
令和５年１１月 

                                      周年実行委員会 

青ヶ島村立青ヶ島小中学校 開校１５０周年記念事業 全体計画 

～ 青ヶ島小中学校☆くろしおフェスタ１５０☆プロジェクト全体計画 ～ 

 

 

１ 目 的  

青ヶ島村立青ヶ島小中学校開校 150 周年記念事業（以下「150 周年事業」という。）は、 青ヶ島村

立青ヶ島小中学校（以下「青ヶ島小中学校」という。）が開校 150 周年という節目を記念して、これ

までの青ヶ島小中学校の歴史を振り返り、感謝するとともに、新たな歩みへの機運の醸成及び取組の

推進を図ることを目的として実施する。  

 

２  事業の概要 150 周年事業は、次の２つの事業を柱として実施する。 

(1) 開校 150 周年記念式典（☆くろしおフェスタ１５０☆）の開催  

(2) 開校 150 周年記念事業の実施 

 ①１５０周年サブタイトル及び記念キャラクターの選定 

 ②写真展及び校内掲示物「祝 開校１５０周年 青ヶ島小中学校」の作成 

 ③開校１５０周年記念集会の実施 

 ④開校１５０周年記念品の贈呈（開校１５０周年タンブラー） 

 ⑤開校１５０周年記念制作「祝 開校１５０周年青ヶ島小中学校」表示 

 ⑥開校１５０周年記念文集くろしお作成 

 ⑦青ヶ島小中学校ミュージアムの開設 

３ 周年実行委員会組織構成（概要）  

(1)式典部 

(2)記念事業部 A 

(3)記念事業部 B 

 

４ 開校 150 周年記念式典の開催【所管：式典部】  

(1) 式典の目的 

青ヶ島村立青ヶ島小中学校（以下「青ヶ島小中学校」という。）が開校 150 周年という節目を記念 

して、これまでの青ヶ島小中学校の歴史を振り返り、感謝するとともに、新たな歩みへの機運の醸成

及び取組の推進を図ることを目的として実施する。 

(2) 式典日時  

令和６年１月 20 日（土） ※土曜授業日 ３時間授業 ２・３校時（行事２時間） 

午前９時２０分から午前１１時２０分まで（記念写真撮影含む） 

※１月１９日（金）B時程 ５校時前日準備 ６校時運営会議 

(3) 開催場所 青ヶ島小中学校多目的ホール ※祝賀会なし（※親睦会：弁当注文） 

(4) 対象 合計 約７０名 

 ・在校生 ８名（小学生 ６名 中学生２名） 

・保護者 ２名程（教員・来賓に重複しない方) 



 ・来賓・村民 約３４名(来賓２６名・村民８名)  

・教職員 ２４名(調理員・SSS含む)  

合計         約６９名程度を予定する。 

(5)式次第 （司会進行：中学校副校長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 開校 150周年記念事業の実施内容【所管：記念事業部 AB】  

(1) 150 周年サブタイトル及び記念キャラクターの選定 【所管：記念事業部Ａ】 

開校 150周年の機運を醸成するため、くろしお会と連携し、サブタイトル及びキャラクターのデザ

インを募集・選定し、当該サブタイトル及びキャラクターデザインを描いた横断幕を作成し、校舎で

の掲示（ホール正面上部の手すり部分で検討中）及び行事で活用する。  

（サブタイトル）  

 「～未来への希望 150回目のバトンパス～」(中学２年生考案)  

 

  

 

 

 

（キャラクター） 

（小学６年生考案） 

・キャラクターの名前…「アモリン」※青ヶ島＋守る＋ヤモリが名前の由来 

・性格…やさしい 

・特技…みんなを笑顔にする 

・好きな食べ物…霧 

・このキャラクターにした理由…「青ヶ島を守ってくれそうな生き   

物をかきました。みどり色のはっぱのはねで空からみんなをみま  

もってくれます」 

 

 「アモリン」に関しては、プロフィール付きで文集くろしおに掲載する。他の応募作品に関しても、

掲載するページを設ける予定。記念制作にも活用 

※©マークは著作物を示すマーク。 

＜第１部＞ 

①開式の辞 

②国歌斉唱 

③校長式辞 

④教育委員会祝辞 

⑤来賓祝辞（青ヶ島村 村長・PTA会長） 

⑥来賓紹介・祝電披露 

⑦くろしお会代表の言葉 

⑧開校１５０周年記念品寄贈 

⑨校歌斉唱 

⑩閉式の辞 

 

―休憩－ 

＜第２部＞ 

⑪制作動画の放映 

⑫島唄・島踊り「豊年祝い唄」 

       「人里離れた池之沢」 

⑬還住太鼓 

⑭万歳三唱 

 

© 

祝 開校 150周年 

 ～未来への希望 150回目のバトンパス～ 

青ヶ島村立青ヶ島小中学校   令和 6 年 1 月 15 日 

 



(2) 写真展及び校内掲示物の作成 【所管：記念事業部Ｂ】 

過去１５０年間の写真等を展示し、写真展を開催する。また、「開校１５０周年 祝 青ヶ島小中学

校」を明示した掲示を作成し、多目的ホール窓に掲示する。  

 

(3) 開校１５０周年記念 くろしお会集会の企画【所管：記念事業部Ａ】 

  令和６年１月１５日（月）くろしお会が企画した記念集会を行う。 

(4) 記念品の贈呈【所管：記念事業部Ｂ】 

「150周年記念青ヶ島小中学校 真空ステンレスタンブラー」 

・印刷のデザイン、ロゴ等を検討し、業者発注依頼する予定。 

   本体サイズ：φ82×H140mm 

容量：440ml 

梱包形態：化粧箱:87×87×150mm 

印刷様式：① W180×H80mm 

費用：￥83,050 

（1個あたり約￥1,107) 

(5) 児童・生徒による記念制作 【所管：記念事業部Ａ】 

「祝 開校１５０周年青ヶ島小中学校」という窓ガラスに表示するものを作成する。 

 

(6) 開校 150周年記念 文集くろしお【所管：記念事業部Ｂ】 

・文集くろしおのタイトルを「開校１５０周年記念くろしお」とする。 

・記念ページの構成を考え（村長や卒業生等の作文、小中学校の歴史等）、ページを作成する 

   ・式典当日の集合写真を撮影し、文集に掲載するとともに、額縁に入れた保存用の写真を用意す

る。 

(7) 青ヶ島小中学校ミュージアムの開設【所管：記念事業部 A】 
  かつて PC教室として使われていた部屋を「青ヶ島小中学校ミュージアム」に改装して、学
校が所蔵する郷土資料、今まで学校が行った教育活動の活動記録、青ヶ島に関連する児童・
生徒の作品、学校行事の写真パネルなどを展示する場とし、地域住民との交流や、総合的な
学習の時間などで青ヶ島について学ぶ教室として利用できるように整備する。 

（目的） 
 ・青ヶ島小中学校開校 150周年事業の一環として「青ヶ島小中学校ミュージアム」を設置す 

ることで、「地域とともにある学校を作る」という学校の意思を村内外にアピールし、地域 
との交流を活性化する。 

 ・青ヶ島や学校に関わる資料を「青ヶ島小中学校ミュージアム」で一括管理することで、調 
べ学習を円滑に行うことができるよう環境を整備し、学習指導の改善や児童・生徒の学び 
に資する。 

 ・校務センターなどに置いてある資料を「青ヶ島小中学校ミュージアム」に集約すること 
で、校内環境を改善する。 

  ・青ヶ島小中学校に学校公開などで地域住民を対象に学校を開放する際、住民の談話スペー
スや、児童・生徒作品の展示場所として「青ヶ島小中学校ミュージアム」を指定すること
で、動線を整え、案内を簡便にする。 

（所蔵資料） 
・校務センター入り口付近にある郷土資料 
・校務センター入り口付近にある卒業アルバムや写真記録  
・校務センター廊下にある学校の模型  

 ・校務センター廊下側に展示してある写真パネルや活動記録 
 ・中央階段付近にある卒業アルバムや行事の記録 
 ・「青ヶ島の生活と文化」「私たちのあおがしま」「文集くろしお」などの書籍 
 ・過去に発行したくろしお新聞や学校だよりなどの広報資料 
・児童・生徒の作品のうち、青ヶ島とかかわりが深いもの 



（配置） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※棚、机、ホワイトボード、椅子は旧 PC室にあるものを使用する。 

  ※消防法上問題がなければ、ベランダを屋外展示スペースにすることも検討する。 

   （あるいは、ホワイトボードを置いてポスターなどを展示する。） 

 

６ 予算に関わる検討事項について 

品名 

①式典 生花 

②「１５０周年ステンレスタンブラー」８２×H１４０mm 

③記念写真印刷、額縁費用 

④横断幕印刷 

版下作成 

梱包・送料 

消費税額 

⑤アルミフレームパネル×2 

⑥除湿剤 

⑦くろしお会集会 物品購入費用 

⑧「祝開校１５０周年青ヶ島小中学校」校内掲示 

開校 150 周年記念文集くろしお 
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９ web サイトへの情報発信（実行委員会） 

・各活動の様子についてブログに更新していく（※情報担当と連携） 

・マスコットキャラクターをホームページ上にも公開する 

・様々なお知らせをホームページ上で公開する。 


